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１．社会実験の概要

（１）現状と課題
○ 箕面有料道路（箕面グリーンロード）は、箕面北部、豊能及び能勢と大阪市街地を結ぶ
重要な道路で、同地域の活性化に不可欠なインフラのひとつ。

○ 平成１９年５月の供用開始以後、本路線のPRを実施し、交通量は増加傾向を示しているも
のの、事業計画収入には至っていない。

○ 道路利用者からは、「箕面グリーンロードができたことで大変便利にはなったが、通行
料金が高いため、利用しにくい。」という声が多い。

○ このため、本路線のさらなる利用促進を図るための具体的な方策が必要として平成２１年
７月２０日から料金割引社会実験を実施。

（２）社会実験の目的
○ 箕面グリーンロードの収支改善
○ 箕面森町のまちづくり促進及び北大阪周辺の各市町等と連携した地域活性化
○ 並行する一般国道４２３号や周辺道路から箕面グリーンロードへの交通転換

（３）令和６年度料金割引社会実験の内容
○ 実験期間：令和６年４月１日（月）～令和７年３月３１日（月）（３６５日）
○ 対象車種：普通車及び軽自動車等（現金及びETC利用者）
○ 割引内容：普通車630円→420円（33％割引）、軽自動車等520→360円（30％割引）

（４）社会実験の実施体制
○ 「箕面有料道路（箕面グリーンロード）社会実験協議会」にて、社会実験を実施。
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２．社会実験の結果 （１）交通量の変化

期 間 車 種 平日 休日 全日

令和６年４月１日

～令和７年３月３１日

普通車 7,574(台/日) 9,576(台/日) 8,222(台/日)

対実験開始前週比 3.149 2.560 2.950

対Ｒ５年度比 1.071 1.035 1.056

軽自動車等 2,520 2,531 2,524

対実験開始前週比 3.574 3.121 3.434

対Ｒ５年度比 1.060 1.033 1.052

普通車＋軽自動車等 10,095 12,107 10,745

対実験開始前週比 3.246 2.660 3.051

対Ｒ５年度比 1.068 1.035 1.054

全車種 11,504 12,713 11,895

対実験開始前週比 3.249 2.638 3.045

対Ｒ５年度比 1.081 1.036 1.064

※料金割引の対象車種は、普通車及び軽自動車等（ETC及び現金通行車）
※全車種は、普通車、軽自動車等、中型車、大型車および特大車等
※「対実験開始前週比」とは、平成２１年７月１３日～同月１９日の日平均交通量との比較
※「対Ｒ５年度比」とは、令和５年４月１日～令和６年３月３１日の日平均交通量との比較 3

社会実験の割引対象車両（普通車、軽自動車等）の日平均交通量は
10,745台/日であり、実験開始以前から約３倍の増加。
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２．社会実験の結果 （２）年度別交通量の推移

4

■年度別交通量の推移

令和６年度の日平均交通量（全車種）は11,895台/日であり、社会実験
開始以降、増加傾向。

（年度）

普通車、軽自動車
中型車、大型車、特大車等

（日平均交通量：台/日）

H21.7.20
社会実験開始

H30.3.18
新名神（高槻～神戸）供用

R3.8～中国道リニューアル工事車線規制
R2～R5一部期間 中国道リニューアル工事通行止め

R2.4～R3.9
新型コロナウイルスによる

緊急事態宣言に伴う外出自粛要請

社会実験開始から
交通量は約2.7倍

新型コロナ
外出規制
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■箕面グリーンロードと並行する４２３号の交通量割合の推移

３．社会実験の効果 （１）周辺道路からの交通転換
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箕面グリーンロードと、その並行する国道４２３号の交通量の割合につ
いて、比較すると箕面グリーンロードの割合が増加傾向にある。よって周
辺道路から箕面グリーンロードへの交通転換が促進されていると考えられ
る。

423
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面
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ー
ン
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ド

R423
交通量調査位置（H28～R5）

箕面グリーンロード
交通量調査位置

＜調査位置＞

423

171

173

箕面グリーンロード 一般国道４２３号

・
・
・

実験前（H21. 7）

35.5％（4,675台/日）

31.2％（3,590台/日）

55.1％（11,179台/日）

56.1％（11,813台/日）

51.4％（10,284台/日）

48.1％（8.985台/日）

50.9％（11,895台/日）

64.5％（8,486台/日）

68.8％（7,924台/日）

44.9％（9,115台/日）

43.9％（9,252台/日）

48.6％（9,737台/日）

51.9％（9,698台/日）

49.1％（11,486台/日）

※一般国道４２３号の観測地点は下記のとおり
・H21：久安寺霊園付近（池田土木事務所にて調査） ・H28以降：旧細河小学校南交差点付近（大阪府警よりデータ提供）
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４．社会実験の効果 （２）地域活性化等の効果
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箕面森町においては、世帯数が増加するとともに施設整備等が促進され
るなど地域活性が図られている。
箕面森町の世帯数は令和６年度において５３世帯増加しており、社会実験
開始以降、継続的に増加している。

■箕面森町の世帯数の推移

【出典】箕面森町の世帯数：箕面市町丁目別世帯人口数
（森町北1丁目～2丁目、森町中1丁目～3丁目、森町南1丁目～3丁目）

■箕面森町第３区域の主な開発状況

R1.10【物流】サカタウエアハウス㈱
北大阪営業所・箕面倉庫 竣工

R3.4 【工場】アソー㈱箕面クリーン工場 竣工

R3.7 【物流】ロジプラザ箕面森町 竣工

R3.8 【工場】大成化工㈱箕面工場 竣工

R3.10【物流】京神倉庫㈱箕面支店倉庫 竣工

R4.1 【物流】サカタウエアハウス㈱
北大阪営業所・箕面倉庫（第二期） 竣工

R4.3 【物流】箕面ロジスティクスセンター 竣工

R4.4 【工場】チコーエアーテック㈱箕面森町工場 竣工

R5.1 【物流】アイミッションズパーク箕面 竣工

R6.2 【物流】ヒューテックノオリン㈱
箕面森町冷蔵倉庫 竣工

R7.9 【工場】スーパー工業㈱箕面工場 竣工（予定）

（世帯数）



４．アンケート調査結果 （１）アンケート実施概要
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令和６年１１月～１２月に箕面グリーンロード利用者及び沿線住民を対
象にアンケート調査を実施した。

■道路利用者アンケート
○調査対象：箕面グリーンロード利用者
○調査方法：① 料金所にて調査票を配布、Webで回答

② 大阪府HPにてWebアンケートを実施

○回収状況

■沿線住民アンケート
○調査対象：箕面市、池田市、豊能町、能勢町の住民
○調査方法：自治会等を通じ住民に配布し、Webで回答（止々呂美、能勢町は郵送回答も受付）
○回収状況

R6 R5(参考) R4(参考)

①配布数 1,500 1,500 1,500

①回収数 60(4.0%) 70(4.7%) 39(2.6%)

②HPからのWeb回答数 119 40 63

合計回答数 179 110 102

R6 R5(参考) R4(参考)

配布数 2,710 2,580 2,580

回収数 747(27.6%) 1,054(40.9%) 1,024(39.7%)
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４．アンケート調査結果 （２）居住地
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アンケートを回答していただいた道路利用者のうち、約７割の方が箕面
市、約１.５割の方が豊能町、能勢町在住で、地域の方の利用が中心。その
他に、川西市、宝塚市、尼崎市の方が見受けられた。

■居住地：道路利用者（有効回答数 179）

約７割の方が箕面市
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①ほぼ毎日 ②週に2，3回程度 ③週に1回程度 ④月に1，2回程度 ⑤年に数回

４．アンケート調査結果 （３）利用頻度

アンケートを回答していただいた道路利用者、北側の沿線住民の約７割
が「週に１回以上」と回答していることから定期的な利用が見受けられる。

■利用頻度：道路利用者 （有効回答数 168）
沿線住民北（箕面森町、止々呂美、池田市、豊能町、能勢町）（有効回答数 650）
沿線住民南（箕面市南部） （有効回答数 51）
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約７割の方が週に１回以上利用 （参考）R5：約５割
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４．アンケート調査結果 （４）利用目的（平日）
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北側の沿線住民は「通勤・通学」、「買い物」で約６割を占め、「生活
道路としての利用」が見受けられる。南側の沿線住民は「観光利用」が最
も多い。

■平日の利用目的：道路利用者（有効回答数 148）
沿線住民北（有効回答数 540）、沿線住民南（有効回答数 30）

観光利用が最多

約６割が通勤・通学、買い物

約６割が通勤・通学、買い物 （参考）R5：約３割

（参考） R5 ：約６割

（参考） R5 ：45.1％
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４．アンケート調査結果 （５）利用目的（休日）
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道路利用者、北側の沿線住民は「買い物」が最多で、「生活道路として
の利用」が見受けられる。アンケートを回答していただいた南側の沿線住
民は「観光利用」が最も多い。

■休日の利用目的：道路利用者（有効回答数 152）
沿線住民北（有効回答数 600）、沿線住民南（有効回答数 48）

買い物利用が最多

観光目的での利用が最多（参考） R5 ：70.8％

（参考） R5 ：51.6％

（参考） R5 ：観光が最多

（参考） R5 ：観光が最多
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道路利用者 沿線住民南 沿線住民北

４．アンケート調査結果 （６）平日利用する理由
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■平日利用する理由：道路利用者（有効回答数 148）
沿線住民北（有効回答数 546）、沿線住民南（有効回答数 30）

平日利用されている理由として、アンケートを回答していただいた道路利
用者、沿線住民ともに９割以上の方が「利用した方が早いから」と回答。
ほとんどの利用者の方が、早く移動できることに利便性を感じている。
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４．アンケート調査結果 （７）休日利用する理由
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休日利用されている理由として、アンケートを回答していただいた道路利
用者、沿線住民ともに８割以上の方が「利用した方が早いから」と回答。
ほとんどの利用者の方が、早く移動できることに利便性を感じている。

■休日利用する理由：道路利用者（有効回答数 152）
沿線住民北（有効回答数 603）、沿線住民南（有効回答数 48）



18.2%

81.8%

9.1%

0.0%

9.1%

0.0%

16.7%

72.2%

5.6%

5.6%

5.6%

5.6%

29.6%

55.6%

11.1%

18.5%

25.9%

7.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①利用料金が高いから

②利用する機会がないから

③一般道が渋滞していないから

④時間を要してもかまわないから

⑤バスを利用しているから

⑥その他

道路利用者 沿線住民南 沿線住民北

４．アンケート調査結果 （８）利用しない理由
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普段利用しない理由のうち、「利用する機会がないから」に次いで約２
割の方が「料金が高い」と回答しており、要因の一つとして料金の高さを
理由に利用を控えている状況が見受けられる。

■普段利用しない理由：道路利用者（有効回答数 11）
沿線住民北（有効回答数 27）
沿線住民南（有効回答数 18）
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４．アンケート調査結果 （９）料金割引社会実験について
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社会実験を終了し、通常料金となった場合において、約半数を超える方
が「一般道を利用」、「外出の頻度を下げる」といった、箕面グリーン
ロードの利用頻度を下げるような回答をしており、料金割引の効果は大き
いと思われる。

■料金割引社会実験が終了した場合：道路利用者（有効回答数 167）
沿線住民北（有効回答数 647）
沿線住民南 （有効回答数 50）

（参考） R5 ：約３～６割

（参考） R5 ：約４～７割



４．アンケート調査結果
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（１０）まとめ

○北側の沿線住民は、利用頻度が比較的高く、約７割の方が、週に１回以上
利用しており、主に通勤や買い物といった生活道路として利用されている。

○南側の沿線住民は、約４割の方が、月に１、２回以上利用しており、主に
観光・レジャー目的で利用されている

〇利用する理由として約８割の方が「利用した方が早いから」と回答

○普段利用しない理由の一つとして約２割の方が料金の高さを理由に利用を
控えている状況が見受けられる。

○また、社会実験を終了した場合、約５割の方が「一般道を利用」または
「外出頻度を下げる」といった、箕面グリーンロード利用頻度を下げるよ
うな回答をしており、料金割引の効果は大きいと思われる。



５．箕面グリーンロードの利用促進
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利便性のPRや利用促進の取り組みとして、各サービスエリアや市役所等
にPRチラシの配架や、SNSで観光需要の喚起やイベントを実施した。

〇抽選プレゼント（R5.10～R6.9）
道路公社設立40周年記念 対象箇所を通行し応募すると抽選でミニカーをプレゼント

〇イベント（R6.6～R7.3）
（箕面船場サマーフェスティバル、箕面まつり、トラックフェスタ、
みのおエフエムマルシェ、北大阪急行電鉄延伸開業１年祭 等）

〇SNS等
・Instagram グルメ投稿
・箕面有料道路 紹介YouTube

箕面まつりInstagram 広報

箕面船場サマーフェスティバル

北大阪急行電鉄
延伸開業１年祭



以上の結果より、料金割引社会実験は、利用促進に寄与している。
引き続き、料金割引社会実験を実施し、交通量や利用者の意見、影響などを把握し、

その効果を検証するとともに、観光情報発信、利便性PRなどの利用促進に取り組む。

６．令和６年度社会実験の総括
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（１）交通量の増加
○ 普通車、軽自動車等の交通量は社会実験開始以降、継続的に増加している。

（２）周辺道路からの交通転換
○社会実験開始以降、箕面グリーンロードの交通量の割合が増加傾向にある。
よって周辺道路から箕面グリーンロードへの交通転換が促進されていると考えられる。

アンケート調査結果では、料金割引終了に対して約６割が「一般道を利用する」
と回答しており、料金割引による利用促進が促されている。


